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Ⅰ．実施背景、目的

（背景）

広島市民病院ではＡＣＰ普及を目的に、令和元年度に院内職員

と地域医療従事者を対象に「ＡＣＰ研修会」を実施した。その後、

「ＡＣＰに関する認知度調査アンケート」を院内職員に行った。

調査結果では、ＡＣＰの普及は十分でないという状況が明らか

となった。

（目的）

各病院の取り組みを共有することで、各病院、県全体のＡＣＰ

実践レベルの向上を図る。
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広島県がん診療連携拠点病院（国及び県指定）及びそれに準ずる１５施設

Ⅱ．実施対象
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中国中央病院

中国労災病院



時期 内容

R2/7/27 「令和２年度 広島県がん診療連携拠点病院間の
PDCAサイクル確立事業について」の説明と依頼

7/28 「ＡＣＰを含めた意思決定支援に関するアンケート」の
実施

8/28 「実施計画・管理表」

9/18 実施計画（P）

9/18～１/31
実行（D）

R3/2/12 他施設の評価（C)

～3/29 各施設の改善（A）

～7/2 全体のとりまとめ

Ⅲ．実施方法
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Ⅳー１．アンケート結果

Ⅳー２．課題についての取り組み（P･D･A）

Ⅳー３．課題についての他者評価（C）

Ⅳ．実施内容
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Ⅳー１．アンケート結果（まとめ）
「アドバンスケア・プランニング（ACP)を含めた意思決定支援に関する」アンケート

2020年7月 回収率93%

２組織・広報
・ACPに特化した組織をもつ施設は全体の29%であった
・患者が意思決定困難で代理決定者が不在な場合、法的・倫理的側面を
相談できる組織は、全体の86%であった

１教育
・自施設でのACPの研修会は、57％の施設が開催していた
・院外研修の参加は、29%であった

３実践
・ACP手順書、バットニュースの伝え方の手順書の作成は7%であった
・「広島県地域対策協議会作成のパンフレット（私の心づもり）」は
全施設で活用（100%）

・オリジナルで別パンフレットを使用している施設もあった。
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Ⅳー１．アンケート集計結果

Ⅳー２．課題についての取り組み（P･D･A）

Ⅳー３．課題についての他者評価（C）

Ⅳ．実施内容
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15病院のPDCAサイクル実施計画管理表から課題に対する

取り組みを次の3つに分類した。

１．院内教育
２．院内組織・基準の整備
３．地域への広報

各項目別に問題点(P)･実行(D)･改善(A)を抽出しまとめた。

課題に対する取り組み
Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）
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１．院内教育 問題点（P）

実施計画における問題点(P) 施設数

１．医療従事者の知識不足 11

２．研修会への参加率が低い 1

３．ACPの周知が不十分 1

４．指導者の育成 1

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）
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＊コロナ禍のため研修計画のみで開催出来ていない施設が複数あり

実行（D） 施設数

１.ACPの研修を開催した 6

２.eｰfield研修会への参加ができた 2

３.看護協会配信のWEB研修に参加した 1

４.多職種を対象に緩和ケアコース研修会を開催した 1

５.研修会開催の広報を多数行い参加率を上げた 1

６.看護師対象に事例検討を実施した 1

７.日常面談においてACPを話題に挙げながら面談する 1

８.私の心づもりを全職員で共有するように準備中 1

９.ACPの認知度に関するアンケートの実施 2

１．院内教育 実行（D）

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

2021年3月まで
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１．院内教育 改善（A）
Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

改善（A）

１．研修会をハイブリットやWEBで運営する

２．研修会を収録し都合の良い時間に視聴できるよう
電子カルテ内の研修システムに動画を登録する

３．研修後にアンケートを行い評価する

４．緩和ケアリンクナースの教育

５．看護管理者への教育

６．eｰfieldの学びをフィードバックする

★ 教育機会の提供、研修対象者の拡大、外部研修の伝達講習
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１．院内教育 まとめ

１．各施設のACPの教育機会が増えた

２．教育機会の方法の検討や工夫がされている

３．研修対象者を拡大するように検討している

４．外部研修受講者の伝達講習が望まれる

R2年度 広島県がん診療連携拠点病院
PDCA事業（広島市民病院）
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Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）



実施計画における問題点(P) 施設数

１．ACPを推進する組織がない 2

２．ACPに関する情報を共有するツールがない 1

３．記載方法が統一されていない 1

４．意思決定支援に関する指針を活用した行動が

とれていない
1

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

２．院内組織・基準の整備 問題点（P）
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実行（D） 施設数
1.ACP普及のためのワーキンググループを結成した 2

2.組織の構成員・WGの開催方法について検討している 1

3.院内運用手順を周知し、入院時の案内冊子と共にACPの案内

用紙を配布→相談が複数あり→私の心づもりを渡した
1

4.生活しやすさ質問票にACPの項目を追記した 1

5.私の心づもり*を各部署に常備した＊広島県地域保健対策協議会制作

「ACPの手引き 豊かな人生とともに ～私の心づもり～」
1

6.患者・家族からACPに関する文書を受け取ったら必要に応じて

カンファレンスを行う（これらを含む運用手順を作成）
1

7.ACP情報共有ツールを作成しパイロット運用

→聞き方マニュアルを作成→広報、周知した
1

8.ACPの記録には電子カルテの付箋機能の使用を検討した 1

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

２．院内組織・基準の整備 実行（D）
2021年3月まで
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Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

２．院内組織・基準の整備 改善（A）

改善（A)

1.ACPに関する相談窓口の紹介（ホームページ・ポスター）

2.診療科別、外来、入院別の実績を集めて評価・分析を行う
（聞き方マニュアルの随時改訂に役立てる）

3.引き続き組織づくりに取り組む

4.「生活のしやすさに関する質問票」の課題を明確にし、取り組む

5.電子カルテの付箋内容を確認し、活用できるか評価する
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Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

２．院内組織・基準の整備 まとめ

1.ACPを推進する組織を設置
事前アンケートでは、推進組織の設置は4施設

（29％）だったが、新たに設置され7施設（46％）に
増加した

2.運用手順とマニュアルの見直し

3.カンファレンス、電子カルテの付箋機能の活用、
ACP共有ツールの作成

4.職員へのACP広報、情報共有
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実施計画における問題点(P) 施設数

1.ACPについて患者・市民への情報提供が出来て

いない
4

2.ACPの相談件数は0件である 1

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

３．地域への広報 問題点（P)

18
R2年度 広島県がん診療連携拠点病院

PDCA事業（広島市民病院）



実行（D） 施設数

1.患者・家族向けのACP案内用紙を作成した（入院時に配布予定） 1

2.市民講演会を行った 1

3.ACPの手引きパンフレットを外来・玄関ホール・総合受付に設置 1

4.病院広報誌の緩和ケアチーム特集の中で私の心づもりや相談窓口

について広報した
1

5.院内無料放送にて、ACPの動画を上映している 1

6.ACPのポスターを3か月おきに更新し、院内掲示している 1

7.膵臓がん教室にて、ACPについて話題提供する 1

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

３．地域への広報 実行（D)
2021年3月まで
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Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

３．地域への広報 改善（A)

改善（A）

1．院内掲示・ホームページなどで引き続き広報を行う

2．人生会議の問い合わせについて集計し、分析する

3．市民向けの講演会を、引き続き開催する
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1．患者へのACP周知・普及活動

入院案内と共にACPの案内用紙を配布、

ポスター掲示、動画の活用、院内広報誌など

2．市民向け講演会の企画

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

３．地域への広報 まとめ
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Ⅳー１．アンケート集計結果

Ⅳー２．課題に対する取り組み（P･D･A）

Ⅳー３．課題についての他者評価（C）

Ⅳ．実施内容
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達成

43%

概ね達成

40%

未達成

17%

Ⅳー３．課題についての他者評価（C）

他者評価（C)
方法：1施設に対して、2施設からの他者評価を得た
（15施設×２回答 C評価における区分）

「達成」「概ね達成」を
合わせて83％が実施できた
と評価していた
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2020年度の広島県がん診療連携協議会のPDCAの

テーマは「アドバンスケア・プランニング（ACP）

を含めた意思決定支援」とした。

各施設がACP推進に向け方策を立てて実施し、

改善案を示すことができた。多くは、院内教育、

院内組織・基準の整備、地域への広報に取り組み、

成果を得ていた。これを機に各施設でPDCAを廻し、

地域住民へのACPの普及と「ACPを含めた意思決定

支援」に関する知識の底上げ及び実践レベルの向上

につなげていきたい。

Ⅴ．結語
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Ⅵ．各施設のPDCAサイクル実施計画・管理表
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課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

病
院
名

実施計画（Ｐ）
実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

各施設のPDCAサイクル実施計画表
をご参照ください



　　　

令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

達成 【安佐市民病院】
●緩和ケアチームが積極的に取り組まれている
様子がわかります。今後どのように進めていか
れる予定なのか、計画などあればまたご教示い
ただきたいです。

●講演会の企画がスムーズに行えており、当院
としても今後そのノウハウを参考にさせていた
だきたい。

令和 3年3月26日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ2つを選んで記入すること。

・引き続き、病院全体にACPを普
及・推進するための組織作りに取
り組む。

（①～③までを上半期を目途に実
施）
①WGメンバーの選出
②活動内容の検討・活動開始
③治療中の患者に向けた、ACPのパ
ンフレット作成

（④～年度内に実施）
④院内全体に向けた広報の検討
⑤e-fieldの学びをフィードバック
する。
・リンクナース対象の研修

継続緩和ケアチームを中心に組織の構
成員、WGの開催方法について検討
している。

2/5在宅緩和ケア研修会開催予定
（Web開催予定）テーマ「治療とケ
アのゴールを話し合う」として神
戸大学緩和支持治療科の木澤義之
教授の講演を企画した。
院内に研修案内のポスターを掲示
し、電子カルテの通達欄への掲
載、がん関連の会議での広報を
行った。連携する在宅療養支援診
療所にも広報し、106名の参加が
あった。

12/6　緩和ケアチーム医師2名、看
護師1名が参加した。

12月

2月

2月

緩和ケアチームが中心とな
り、現在積極的に実施して
いる部署の多職種とWGを立
ち上げる

院内医療者や医師が参加に
興味を持ってもらえるよう
に研修会を新たに企画す
る。研修会案内のポスター
だけではなく、会議などで
広報し、参加を促進する

指導者育成のためe-
field(『本人の意向を尊重
した意思決定のための研修
会　相談員研修会』)に緩和
ケアチームから参加予定

ACPを推進する院
内組織がない

ACPの研修会は現
在は年1回開催さ
れているが、院
内医療者の参加
は少ない。

ACPを推進する指
導者の育成

ACPの院内
での推進に
対する具体
的取組み

広
島
大
学
病
院

【尾道総合病院】WEB（ZOOM）にて意見交換
・ACPがまだまだ定着できていない現状で、院内
に周知していくシステム作りに着目され「組織
作り」をテーマにされています。
・やみくもに広報・情報発信するのでは無く、
継続的に対応できる仕組み作りに取り組まれて
います。
・ACPを推進する組織作りに着手されており、ス
タッフ選出を進めておられる。並行してコアに
活動するWGの進め方についても検討され、体制
作りを着々と進められています。
・「大学病院」と言う大組織で取組みを推進す
る事に御苦労されている様子が伺えます。その
中で、ACPに興味を持ってもらえる診療科に特に
力を入れてアプローチする等、工夫されていま
す。
・今後、病院全体への働きの方法について更な
る検討・工夫が必要をお考えです。
・専門的講義が行えるよう指導者育成のためe-
field(『本人の意向を尊重した意思決定のため
の研修会 相談員研修会』）を受講され講義の準
備を進められている。
・実際の講義については、今後の課題とお考え
です。
・個別対応する際に、ACPを話題に挙げるタイミ
ングについて、システマティックに行う事は難
しいとお考えで、個々に熟考して情報提供され
るなど、配慮ある対応をされています。

達成



　　　
令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

概ね
達成

　
【呉共済病院】
研修参加の職種が医師と
看護師に限られており、
院内の周知まで至ってい
ないのではないかと思い
ます。また、ACP周知活動
はパンフレットの設置確
認と相談予定のため、具
体的対策が立案できれば
よいと思います。

概ね
達成 【中国中央病院】

コロナ禍の影響を受け、
研修実施が困難であった
と思いますが、集合研修
やWeb研修など、具体的に
取り組んでおられると思
います。引き続き、ACPの
周知、そして実際の支援
に繋がっていくよう、取
り組んでいかれると良い
かと思います。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ2つを選んで記入すること。

１－１　研修会
①2020年12月に開催され
た「本人の意向を尊重し
た意思決定のための相談
員研修会」に医師1名・看

護師2名が参加した
②緩和ケア研修会の開催
（医師・研修医参加）

③「看護師対象」の事例
検討（3事例）・意思決定
支援の研修会の開催（3

回）・看護協会配信WEB研
修会（同じ内容を2回：計

6回）開催
１－２ACPの周知

①ACPのパンフレットの設
置場所の現状確認(がん相
談支援センター・臨床腫

瘍科に設置)
②全外来部門にも設置に

ついて相談予定

令和3年2月24日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

県
立
広
島
病
院

ACPが十分に行
えていない

院内でのACPの周知
が不十分。

院内で周知を図って
いくよう関係部署と

協議する。

今年度中 継続 今年度は医療従事者に向
けての情報提供のみで

あったため，次年度は患
者に向けた情報提供を検

討する。
外来待合室のTVなどを利
用する，ACPのパンフレッ
トの設置など，患者や家
族に，ACPの情報が伝わり
やすい方法を検討する。



　　　

令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2 年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

ACPの医療
者・患者へ
の周知

ACPに関す
る知識が浅
い

共有する
ツールがな
い

1)研修会の計画 1)2021年6月 1)2020年8月14日　ACP研修会（講師：飯塚病
院緩和ケア科　緩和医療学会理事 柏木秀行
先生）を企画していたが、新型コロナウイル
ス感染症のため中止。令和3年度に研修を延
期。感染症対策としてハイブリット型の研修
とし5月にWeb配信できるよう準備・調整。

【県立広島病院】
１) コロナ禍で予定通りの研修開催が難
しい中，次年度に予定変更され，すでに
調整されているのは素晴らしいと思いま
す。
 現在準備調整中であるため，未達成と
させていただきました。

1) 感染症対策を十分に
行い、ハイブリット型
の研修としWｅｂ配信も
できるよう準備・調整
を行う

2)ACPリーフ
レットの外来へ
の配置・院内へ
のポスター掲示

2)2021年3月
まで

2)－①ACP普及のため有志で作成されたポス
ターを採用。ポスター作成者の許可取得、ポ
スター印刷、ポスター掲示場所を確認。3か
月毎に張り替え予定。
2)－②リーフレットの配置や配布については
一旦中止、動画内への案内へ変更。

２)-① ポスター掲示だけでなく，定期
的に変更される予定。ポスター印刷まで
行われており，概ね達成されていると思
います。
 

2) 次回は6月に張り替
え予定。ポスターにつ
いて部署での反応を聞
き取っていく

3)電子カルテ内
のACP記録の基
準作り

3)2021年3月 3) 電子カルテのACP記録については
「HOPEEGMAIN-GX」の付箋機能使用を検討
中。ACPは価値観や思いなどと概念が抽象的
であるため、ACP記録の項目を抽出中。記録
内容については付箋機能活用方法やACP記録
項目について明文化する。

３) 付箋機能を活用し情報共有されるの
はよい取り組みと思います。なされるま
での明文化が大変だと思いますが，頑
張ってください。
 現在実施途中であり，未達成とさせて
いただきました。

3) 3か月後に付箋内容
を確認し、院内で活用
できるか評価検討予
定。

4）院内動画
チャンネルに
ACP推進の動画
（厚生労働省
作）を組み込み
啓もうする

4)2021年3月
まで

4) 3月より院内無料放送にて動画を上映予
定。動画の作成、総務課協議・調整中。

４)  2)-②のリーフレットの中止，動画
案内を変更されることは，紙面より動画
の方がわかりやすいと思えるため，より
よい変更になると思います。協議調整段
階に入っており，概ね達成されていると
思います。
 

4)人生会議（ACP）の問
い合わせについて集計
を行う。

概ね達成 【東広島医療センター】
・新型コロナ対策により、計画の修正等
大変だとは思いますが多くの医療者・患
者へ周知が行えるよう取り組みの継続を
お願いします。
・2)および4)の動画を活用した取り組み
については、当院の今後の活動の参考と
したいので、ノウハウをご教示いただけ
れば幸いです。

広
島
市
民
病
院

概ね達成 継続

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ2つを選んで記入すること。

令和3年　3月16日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）



　　　令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定） 区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

院内職員の
ACPに関する
知識の向上

１．ACPに関
する認識にバ
ラつきがある

１．院内職員対象
に対し、ACPに関
する認識を深める

10月 10月22日、全職員対象の研
修会を実施。
講師：ほーむけあクリニッ
ク　小西太先生

10月22日、地域の医療機関にも案内し、
「私の心づもり」の活用を中心に研修会
（院外はWeｂ研修）を実施した。参加者
数：116名（院内：96名、院外：20名)アン
ケート結果では満足等高く、評価はよかっ
た

２．緩和ケアリン
クナースをオピニ
オンリーダーとし
てACPに関する教
育を行う

12月 会議でACPの理解の促進、患
者の対応方法について講義
をした

緩和ケアリンクナースに対し、ACPの概要や
ACPの進め方について説明をした

１）改訂版の「生活のしやすさに関する質
問票」を作成した
２）
(1)左記のとおり、実施した
(2)、(3)12月～1月にかけて実施した

達成 【広島市民病院】
　職員対象の研修会の実施や患者向けに質
問票の項目追加が計画通り実施されてい
る。

達成
【JA広島総合病院】
１．研修会を実施しACＰに関する認識を深
めるようにしており、目標は達成とする。
２．ＡＣＰの講義を通して教育・指導でき
ているため、目標は達成とする。
３．「生活のしやすさに関する質問票」を
改訂し、運用できるように体制整備してい
るため、目標は達成とする

令和3年3月31日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入すること。

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

継続 ・全病棟、外来看護師や緩和リンク
ナースに対し、ACPに関するレク
チャーを行った。そのため、看護職
員の知識・意識の向上ははかれたと
考える。しかし、ACPの実践レベル
までには到達できておらず、引き続
き、緩和ケアリンクナースの教育は
必要である。また、看護管理者への
教育も進めていく必要がある。
・研修会の参加は看護師以外の他職
種の参加率は全体の30％と低いた
め、引き続き院内全体の意識・知識
の向上を図る取り組みは必要である
と考える。
・生活のしやすさに関する質問票の
稼働は今年度実施できた。次年度は
その評価をし、課題を明確にし、取
り組む必要がある。

３．ACPが実践で
きる体制を構築す
る
　１）ACPを含め
た内容を盛り込
み、「生活のしや
さに関する質問
票」の改定版を作
成する
　２）改訂版の
「生活のしやすさ
に関する質問票」
を運用する

6月
～12月

１）生活のしやすさに関す
る質問票にACP項目を追記し

た
２）(1)12月8日、リンク

ナースに運用手順について
説明した

　　(2)生活のしやすさに関
する質問票をもとにACPの進
め方、運用について、各病
棟へ出向いて説明を行う

３）各病棟へACPについてレ
クチャーをした

２．ACPの実
践ができてい

ない



　　　
令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

達成 【福山医療センター】
ACP情報共有ツール作成後、
運用し、さらに聞き方マニュ
アル作成、院内周知までされ
ており、1年間でACPの実践に
向けて着実に進められている
と思います。

達成
【福山市民病院】
院内での問題点の改善のため
に、計画的に院内ルールを作
成し一部運用されていること
は評価できる。
パイロット運用対象者は看護
師が中心ですが主治医との連
携はなかったのでしょうか。
また、今回ACPを行った対象
者はどのような方なのでしょ
うか。
短期間で『聞き方マニュア
ル』が作成がされ今後の運用
に役立つと思われますが、マ
ニュアルは独自に作成された
ものなのでしょうか、何か参
考にされたツールなどがある
のでしょうか。
当院でも参考にさせていただ
きたいので教えていただけれ
ば幸いです。

令和2年9月17日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

●診療科別、外来・入院
別などで実績を集め、評
価及び分析を行う。（作
成した聞き方マニュアル
の随時改定に役立てる）

●一つ一つのケースにつ
いて評価を行いながらそ
れぞれの部署とディス

カッションを行い、質の
向上を図る。

●緩和ケアリンクナース
及び退院支援リンクナー
スと事例検討を行い、リ
ンクナースの質の向上を

図る。

【質問に対する回答】
●対象患者はがんに限ら
ず、非がんの患者も対象

としました。

●当院独自で作成しまし
た。各施設においてご検

討ください。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入するこ
と。

安
佐
市
民
病
院

●院内のACP体
制構築

●ACPについて話し
合う場、タイミン
グ、電子カルテ記
載方法などルール
が統一されていな

い

●院内で統一した
ルールを作成する

●今年度中 ●ACP情報共有ツール作成
し、2020.8～9にパイロッ

ト運用を行った。
実施者：がん関連認定看
護師、緩和ケアリンク

ナース、緩和ケアチーム
件数：28件

●パイロット運用後の意
見をもとに聞き方マニュ

アルを作成

●パイロット運用結果及
び作成した聞き方マニュ
アルについて2021.1に院
内の緩和ケア委員会及び
退院支援委員会を通じて
報告・広報し、各部署へ

周知

継続
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テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

概ね達成 【呉医療センター】
・新型コロナウイルス感染症流行の影響
で研修会は開催できなかったが、研修会
を開催する予定であったので、概ね達成
とした。

J
A
広
島
総
合
病
院

未達成 【尾道総合病院】
・ACP周知のためのポスターを作成さ
れ、患者さん・院内多職種に知ってもら
う努力の姿勢が見て取れます。
・ポスターを観られた方々の反応（意識
変化）までは察することができません
が、良い影響・刺激になっている事を願
います。
・また研修会を企画され、意思決定支援
の必要性・重要性およびACPを知っても
らう取組みをされている様子が伝わって
きます。
・コロナ禍のため中止せざるを得なかっ
たのは悔やまれます。

令和3年3月25日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

今後、ACPについてレ
クチャーを行う。
地域主催の研修会
（人生会議サポー

ター）の多職種参加
を促す。

看護部は電子媒体で
の研修を行っている
ACPに関するテーマは
受講を勧めていく。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入するこ
と。

医療従事者の意
思決定支援の理
解や経験不足

・院内の多職
種が意思決定
支援の必要性
について理解
していない

・ACPを知らな
い

ACPを含めた意
思決定支援につ
いての研修会を

開催する

年度内
（コロナの
影響にもよ

る）

「わたしのこころづ
もり～アドバンス・
ケア・プランニング
とは～」のテーマで
ポスターを作成し院
内ロビーに掲示し

た。（院内ポスター
展）

8月にACPについてレ
クチャーを院内で予
定していたがコロナ
の影響にて中止と

なった。

継続



　　　

令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

未達成 【呉共済病院】
医療従事者研修も市民へ
の講演も今年度に実施さ
れていないため、未達成
とさせていただきます。

未達成 【中国中央病院】
検討された内容につい
て、記載があるとよいか
と思います。コロナ禍の
影響を受け、研修の開催
など難しい状況であった
と思います。来年度の研
修実施に向け、引き続
き、ACPについての取り組
みを継続していってくだ
さい。

令和3年3月25日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

医療従事者への研修及び
市民向けの情報提供につ
いて引き続き検討を行

う。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入すること。

医療従事者に対
する教育及び市
民への情報提供

について

ACPを適切に実施す
るために必要な院内
の医療従事者への教
育ができていない。
また、ACPを実施す
るためには患者の
ACPに対する理解が
必要であり、市民へ
の情報提供が必要で

あると考える。

院内の医療従事者へ
の研修の計画及び実
施。※研修実施は来
年度の予定。市民へ
の情報提供について
検討。

令和3年2月 院内の医療従事者への研
修の計画の検討は継続
中。市民への情報提供に
ついては、来年度、がん
患者向けに講演を実施予
定。

継続

呉
医
療
セ
ン
タ
ー



　　　
令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

未達成 【中国労災病院】
（達成できている点）
・院内ポスター掲示の充
実。
・案内用紙へのがん相談
支援センター明記。
・院内運用手順の作成。
（今後実施予定等）
・ACP案内用紙の配布。
・院内運用手順の周知。
・知識、理解を深めるた
めの院内研修。

概ね達成 【広島赤十字･原爆病院】
　患者家族へのACPに関す
るアナウンスについては
計画通りに実施されてい
ます。
しかし、院内のスタッフ
のACPに関する説明がまだ
十分にされていません
が、今後予定にされてい
るため、進められるとよ
いと思います。

令和3年3月25日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

継続 前回の計画・管理表提出
後、院内運用手順を周知
し、入院時の案内冊子と
共にACPの案内用紙の配付
を開始したところ、患者
から相談が複数件あり、
広島県作成のパンフレッ
トを手渡しできたので今
後も継続して取り組みを

行う。
院内研修については、効
果的に院内スタッフの知
識、理解の向上を図れる
ようにeラーニングツール
の利用など継続して取り

組む。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ2つを選んで記入するこ
と。

東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー

ACPの周
知・普及

・ACPに関し
て効率的な
患者へのア
ナウンスが
できていな

い。

・院内ス
タッフのACP
に関する知
識、理解が
不足してい

る。

・ACPに関する院
内のポスターの
掲示を増やす。
・医師に患者や
家族へACPのパン
フレットを配布
することを呼び

かける。
・外来や病棟、
がん相談支援セ
ンターでACPに関
するパンフレッ
トを患者や家族
に配布する。ま
た、ACPに関する
相談窓口とし
て、がん相談支
援センターがあ
ることを案内す

る。
・院内の研修に
おいて、ACPにつ
いて説明する。

今年度
中

ACPの周知・普及活動のた
めのワーキンググループ
を結成し、「人生会議」
のポスターを外来、病棟
各フロアへの掲示を増や

した。
患者、家族へ配布するACP
の案内用紙を作成した。
案内用紙にACPの相談窓口
として、がん相談支援セ
ンターを明記し、入院時
の案内冊子と共に配布を

開始予定。
患者や家族から相談があ
る場合や、医師が必要と
判断した場合は、広島県
作成のパンフレットを手
渡せるよう、各部署に常
備する。患者、家族から
ACPに関する文書を受け
取った場合、医療者で共
有して必要に応じてカン
ファレンスを行うことと
する。これらを含む院内
運用手順を作成したた

め、スタッフへ周知して
いく予定。



　　　

令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

【自己評価】
【がん相談支援センター】
・日常面談で話題に挙げたものの、その場での情報提供に留まり、
継続性に欠けていた。
・ACPの本意から考えると継続的な関わりから意思決定支援に繋げる
必要があると感じる。
・集合での膵臓がん教室の実施が中断されているが、病院ホーム
ページを活用しwebにて講義資料を公開した。一定の話題提供の効果
は有った感じる。
【緩和ケアセンター】
・緩和ケアセンター長が該当地域内の地域包括支援センター等職員
向けてACPに関する講義を実施。
・市民公開講座がコロナ禍のため中止となり、ACPに関する講演も実
施できず。
・がんチャリティーイベントのリレー・フォー・ライフ広島にてweb
講演で緩和ケア・ACPについて講演を行った。
・専門職向けに講義を実施するにあたり、緩和ケアセンター長が広
島県が実施する「広島県ＡＣＰ普及推進員（仮称）養成研修会」を
受講。講義・資料作成の準備を進めている。
【その他】
・その他関係部署（薬剤部・認知症サポートチーム・NSTなど）への
働きかけができず次年度への継続課題となっている。

達成 【広島大学病院】
意思決定支援を行う部署・チームが改善に向けて取り組めるように
働きかけができていた。各部署で考え、取り組むことで、実施可能
な行動につながったと思います。

がん相談センター、膵臓がん教室で、ACPを意識し、会話の中に取り
入れるように意識づけができているようです。WEBでの意見交換の際
に、肝がん教室などでもACPへの取り組みを考えているということな
ので是非実行していただければよいと思います。

概ね
達成

【JA広島総合病院】
ACPについて話題提供、地対協での講演や市民公開講座、ACP講義は
実際に行われたのでしょうか。

令和３年３月１９日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善　（案）（Ａ）

継続
【がん相談支援センター】
・教室内にて継続して情報
提供を進めて行く。※web
での動画配信になる可能性
あり。

・令和３年度の市民公開講
座が実施可能であれば、今
年度同様に講演の実施を計
画する。

・職員の意識向上のため、
研修会・講演会を計画する
予定。

【その他】
・関係部署へも波及するよ
うキャンサーボード運営会
議から働きかけていく。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ2つを選んで記入すること。

医療従事者への
ＡＣＰの意識付
けが必要。

（意思決定支援
を行う際に、Ａ
ＣＰの要素を含
める習慣づけが
必要。）

・キャンサーボード運営会議
にて
「ＡＣＰへの取組みが必要で
ある」と認識し、
全体取りまとめを行ってい
る。

・膵がん教室での講義や、が
ん看護委員会での看護科とし
ての取組み方の検討、緩和ケ
ア外来での日常診療など、取
組みは実施しているが、単発
的になっている。

・意思決定支援を行う場面は
多々存在するが、医療従事者
が未だＡＣＰを十分に理解・
意識できていないため、ＡＣ
Ｐを含めた意思決定支援が十
分に行えていない。

・意思決定支援を行う部
署・チームに
（診療部・看護部・薬剤
部・がん相談支援セン
ター・緩和ケアセンター・
認知症サポートチーム・Ｎ
ＳＴなど）
各部署・各チームで取組み
可能な「ＡＣＰを意識した
活動」を考えてもらい、部
署内・チーム内で実践して
もらう。

・特にがん相談支援セン
ター及び緩和ケアセンター
を中心に着手する。

・取組み状況については、
キャンサーボード運営会議
で取りまとめ、総括する。

2020年10月

～

2021年1月

【がん相談支援セン
ター】
・日常面談においてACPを
話題に挙げながら面談す
る。（広島県地対協制作
パンフレットを配布）

・膵臓がん教室にてACPに
ついて話題提供する。

【緩和ケアセンター】
・行政との連携・協
力・・・・地域包括ケア
推進協議会・地対協にて
講義を行う。
・一般市民向
け・・・・・・市民公開
講座（2月）にて講演を行
う。

・院内職員向
け・・・・・・ＡＣＰ講
義資料の作成、ＡＣＰ講
義を行う。

・がん看護外来にて、今
後の診療や療養の在り
方、終末期の過ごし方な
どを相談している

【その他】

尾
道
総
合
病
院



　　　令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

　
達成

【安佐市民病院】
①アンケート回収率が9割と高く、まず
は院内のACP普及に向けて一つのステッ
プを踏まれていることがわかる。
②認知度を上げるための研修会も立案さ
れており、積極的に取り組まれている。
③アンケート資料の「結果・分析と考
察」の、”その他”に、地域が担当する
ACPについての指摘があり、これについ
て貴院ではどのように啓発していかれる
のか、今後の取り組みに期待します。
【質問したいこと】
研修参加率を上げるための周知方法はど
のように考えておられますか？また研修
方法はどのような方法で行う予定です
か？

概ね
達成

【三次中央病院】
①全職員を対象としたアンケートの実施
により，問題点が明確化されている。
②アンケートの院内報告を行い，アン
ケート結果を院内で共有している。
③「緩和ケアセンターの結果分析と考
察」からは，「認知度」「実践」「研修
希望」の観点から広く大きな示唆が得ら
れており，当院も参考にさせていただき
たい。
④ACPの認知度が低い結果をもとに，研
修前の基礎知識としてACPの手引きを全
職員で共有する準備を進めている点は高
く評価できる。

令和3年3月26日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

・研修会の実施形式（案）は次
のとおり
①講師は院外の先生に依頼
②時間は30分程度でそれを2コマ
（計60分）
③それを動画で撮影
④職員各自が都合のいい時間に
視聴できるよう、電子カルテ内
の研修システムにその動画を置
き、各自都合の良い時間に受
講。
⑤研修動画視聴後に再度の意識
調査アンケートに回答。（この
アンケートも電子カルテ内の研
修システムに置き、このアン
ケートの提出をもって受講完了
とする）
⑥研修の案内は、電子カルテ内
の情報共有にて複数回案内し周
知。
　まずは、このような研修を行
い院内の意識改革をすすめる。
そしてその結果をアンケートに
よって分析し、意識改革の度合
いを計り、次のアクションにつ
なげるという流れで今後もPDCA
を実施する。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入すること。

福
山
市
民
病
院

全職員がACP
を理解でき

る

１、
ACPを理解して
いない職員が
いる

２、
部署によって
ACPの理解レベ
ルに相違があ
る

３、
研修や討議な
ど共有の場が
ない

１、
全職員を対象
とした認知度
アンケート調
査

２、
全職員を対象
とした研修会
の開催

３、
研修後のアン
ケート調査

今年度末 １、
10月21日～11月5日の期間で全職員を
対象としたアンケートを実施した。結
果、対象者929名中、有効回答数861名
分であった。アンケート集計後、分析
を行い、院内報告を行った。次年度以
降も継続して取り組むこととする。
２、
院内での認知度が17％程度というアン
ケート結果を受けて、まずはACPを
知ってもらうことが重要と判断した。
現在、ACPの認知度向上を目指し研修
の企画を立案中。開催は次年度になる
予定。実行方法についても検討中で、
各拠点病院のご意見を参考にさせてい
ただきたい。
３、
研修前の認知度アンケート調査結果を
全職員にお知らせする。
研修前の基礎知識としてACPの手引き
「私の心づもり（広島県地対協作
成）」を全職員で共有するための準備
中。
研修後のアンケートは、研修実施後に
おこなう予定。アンケートの内容は、
基礎調査として行った、認知度調査ア
ンケートよりも掘り下げたものにす
る。

継続



　　　
令和　広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表2　年度 広島県がん診療連携拠点病院間のPDCAサイクル実施計画・管理表

テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

概ね達成 【呉医療センター】
新型コロナウイルス感染症流行の影響で研
修会は開催できなかったが、研修会を開催
する予定であったので、概ね達成とした。

未達成 【福山市民病院】
既に意思決定支援に関する指針を作成され
ており、組織としての意識の高さがうかが
われます。しかし現段階で、研修会未実施
のため「未達成」とさせていただきまし
た。
　1月実施予定であった研修準備はどの程度
行われていたのでしょか。今後の実施予定
は計画されているのでしょうか。現在集合
研修が難しいと思われますが、別の方法も
考えられているのでしょうか。また、職員
の意識の向上、ACPへの関心を今後どのよう
な方法で評価されるのでしょうか。
当院でも参考にさせていただきたいので教
えていただければ幸いです。

令和3年3月25日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

継続 評価にあったよう
に、今後もこの活動
を継続し、ACPに関
する職員研修会を集
合研修形式で新年度
早期に開催する予定
で準備を進めてい

る。
必要に応じて，県内
の新型コロナウイル
ス感染拡大状況を確
認しながら，オンラ
イン開催の検討・実
施をしていきたい。
また，研修会の実施
前後のアンケート調
査の実施およびACP
に対する関心等への
評価を行っていきた

い。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入すること。

市
立
三
次
中
央
病
院

意思決定支援
に関する指針
の運用方法の

策定。

令和2年9月1
日から意思決
定支援に関す
る指針を施行
し，院内Web
に周知した。
指針を作って
周知するのみ
では，指針に
沿った行動が
できないと思
われる。更に
職員のACPに
対する意識を
高め，指針に
沿った行動が
できるように
なる必要があ
る。

職員の意識
を高め，
ACPへの関
心を高める
ために，
ACPに関す
る職員研修
会を実施す

る。

令和2年10
月～12月

令和3年1月7日に今
年度策定した「市
立三次中央病院に
おける適切な意思
決定支援に関する
指針」についての
研修会（ACP研修
会）を実施する予
定であったが、1月
当初から三次市内
で新型コロナウィ
ルスのクラスター
が発生し、PCR検査
対応・PCR患者受け
入れが多くなり院
内での研修会がで
きる状況でなく

なった。また、広
島県の第2次新型コ
ロナウィルス感染
拡大防止集中対策
に合わせて、2月7
日まで院内での研
修会が原則実施で
きなくなってい

る。1月末現在、実
施時期を調整中。
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テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

達成 【県立広島病院】
１院内の組織としてACPワー
キンググループを設置し，
活動されている。役割の明
確化や会議の定期的な開催
や活動されており，十分な
達成されていると思いま
す。
２窓口の設置はされていな
い  が，情報提供は行われ
ている。組織的に活動され
ているため，残された課題
はあるがACP推進の広報は概
ね達成されていると思いま
す。    　    ３職員対象
にアンケート調査を実施
し，貴院の現状把握が行わ
れています。その現状を把
握した上で研修会を開催さ
れている。視聴者が1割とあ
りますので，可能であれば
複数日の開催であれば視聴
者が増えたかもしれませ
ん。視聴者の参加職種が把
握できるのであれば，今後
の対策につながるのではな
いかと愚考しました。完璧
な実施計画で十分に達成さ
れたと思います。

概ね達成 【中国労災病院】
１ACPを推進する院内組織を設
置済み。

２ACP推進の広報については、
HPやポスターは未実施ではある
ものの、パンフレットを院内の
必要な場所に設置できている。
３アンケートによる現状把握お
よび職員に対する研修会を実施
している。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ2つを選んで記入すること。

令和3年3月22日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

院内における
ACPの普及

1.ACPを推進する院
内組織がない

2.ACP推進の広報が
行われていない

3.ACPに関する教育
が行われていない

ACPを推進する組織
の設置と体制・役

割・運営方法等の明
確化

広報の実施
①組織や窓口の紹介
（HPやポスター）
②ACPについて知っ
てもらう資料提供

①ACPに関する職員
の認知度調査による

現状把握
②職員への研修会実

施

R2年10月

R2年11月

R2年11月

R2年12月

1.がん診療委員会の下部
組織として令和2年10月19
日にACPﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを設
置する。ﾒﾝﾊﾞｰ児玉医師,
田原医師,看護師(佐々木,
胡濵,神開）,緩和ｹｱCN宮
下,がん相談支援ｾﾝﾀｰ員反

田,MA納）
役割：院内におけるACPの

普及活動
運営：月1-2回会議で検討

2.①未実施
②「ACPの手引き」ﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄを外来や玄関ﾎｰﾙ・総合

受付へ設置している

3.①ｱﾝｹｰﾄ(Web形式)
12月15日20日(768名対象)
12月21日回答ﾃﾞｰﾀ収集
(267名：回答率35％)

②研修会実施
Web研修12月21日17時　（多

目的ﾎｰﾙ)視聴73名
学研ナーシングサポート

ACPのコツ～人生の最終段階
に向けた患者の意思決定を

共有する～
講師：神戸大学医学部附属
病院緩和支持治療科特命教

授木澤義之先生

1. ACPに関する相談窓
口の紹介（HPやポス

ター）の実施。

2.職員へのACP研修会
の再実施。

呉
共
済
病
院
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テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

概ね
達成

【広島市民病院】
11月に看護師対象にACPに関
する研修を行えているが、
コロナ禍の影響により多職
種研修が行えていないた
め、目標は概ね達成とし
た。

概ね
達成

【東広島医療センター】
新型コロナ対策により、集
合での研修は困難だと思い
ますが、資料配付など実現
可能な方法でACPの周知を行
い、正しい知識をもつ医療
者が増えるよう引き続き努
めてください。

令和3年3月26日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

継続 医療者のアドバンスケア
プランニングについての
知識の普及を引き続きお
こなっていくため、研修
の企画、資料配布を行っ
ていく。また、医療者の
アドバンスケアプランニ
ングの認知度調査につい

ても検討していく。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入すること。

福
山
医
療
セ
ン
タ
ー

医療者のアドバ
ンスケアプラン
ニングについて
の知識の普及

アドバンスケアプラ
ンニングについて正
しい知識をもつ医療

者が少ない

アドバンスケアプラ
ンニングについての
勉強会及び資料配布
（医局会や看護部、
リンクナース会等

で）

12月までに 11月10日、看護師を対象
に「ACP（アドバンス・ケ
ア・プランニング）って
何？」という研修をがん
専門看護師を講師に1時間
で行った。参加者は18名
であった。引き続き同様
の取り組みを行う考えで
あったがコロナウイルス
蔓延のため集合での研修
が困難となり現時点では
実施できていない。コロ
ナウイルスの流行が落ち
着いた時点で医師も含め
た多職種に、資料配布な
どでACPを周知していきた

い。
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テーマ ：「アドバンスケア・プランニング（ＡＣＰ）を含めた意思決定支援」に関する取り組み

課題名 現状の問題点 改善方法
改善時期
（予定）

区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

達成 【広島赤十字・原爆病院】
計画通りに研修会やパンフレッ
ト等を利用し、広報はでき、意
識は高まったことが推測されま
す。

達成 【広島大学病院】
今年度は広報活動に取り組み、
院内外に向けての活動が明確に
されており、計画通りに実施さ
れています。
院内への広報については、動画
視聴にしたことで、看護師や他
のスタッフの視聴率は高く、医
師も半分以上視聴できており、
職員の関心の高さや広報活動の
成果がうかがえました。

令和３年３月２９日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

院内掲示・病院ホーム
ページなどで、引き続き
広報活動を継続。今後
は、ACPが実践できるよ
う、また地域と連携が

図っていけるよう体制の
整備、及び医療スタッフ

への教育を行う。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入すること。

中
国
中
央
病
院

医療者、患者・
家族に向けた
ACPについての
広報

・ACPについて、
患者や家族から相
談を受ける窓口
（がん相談支援セ
ンター）を設置し
ているが、周知活
動ができていな
い。現時点で、
ACPに限定すると
相談件数は、0件
である。
・ACPについて、
医療者の認識にバ
ラつきがある。

①病院広報誌へ
ACPについて、ま
た当院での取り組
みについて掲載
し、周知を図る。
②ACP・意思決定
支援について院内
研修会を開催（コ
ロナの影響あり、
個人での動画視
聴）

①１月初旬
②１月中

①病院広報誌「青いそ
ら」2021年正月号、緩和
ケアチーム特集の中で、
ACPについて、広島県地域
保健対策協議会にて作成
されたACPの手引き，私の
心づもりについて、また
パンフレットの院内設置
場所、相談窓口について
情報を記載し、患者・家
族へ向け周知を図った。
②動画視聴による研修を
開催した。
テーマ
「緩和ケアとアドバン
ス・ケア・プランニン
グ」
講師：木澤義之先生
対象：病院全職員
期間：11/16～12/31
Web研修について各部署へ
案内を配布
視聴率
・医師：51％
・看護師：94％
・他スタッフ：98％

継続
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区分 実施内容 区分 次年度へ改善内容

達成 【三次中央病院】
・研修医年間受講生を含
めた多職種を対象に緩和
ケアコース研修会を実施
した。
・修了後アンケートの実
施により，課題の把握・
検討を行い，問題点が明
確化されている。
・事例検討の多職種での
意見交換は評価できる。

達成 【福山医療センター】
・緩和ケアコース研修会
のなかでACPの事例検討を
されており、参加された
方のアンケート結果から
もACPの学びを深められて
いたと思います。今後さ
らに多くの医療従事者へ
広く知識の普及ができる
方法を検討されるとさら
によいと思います。

令和3年3月29日現在

病
院
名

実施計画（Ｐ）

実行（Ｄ）

評価（Ｃ） 改善（Ａ）

完了 令和2年度においては研
修医年間受講生を対象と
した緩和ケアコース研修
会を実施し、ACPの事例
検討を行うことにより
ACPの知識を普及させる
ことができた。次年度は
職員の異動等もあること
から、この取り組みを継
続し、さらに多くの医療
従事者に対し知識の普及

を図る。

（注）実施管理・区分欄の記入
　　Ｃ評価における区分は，「達成」，「概ね達成」，「未達成」から，Ａ改善における区分は，「完了」，「継続」，「その他」から，それぞれ1つを選んで記入するこ
と。

中
国
労
災
病
院

・ACPの知識普
及のための取り
組みについて

・医療従事者のACP
に対する知識が浅
く、効果的な意思決
定支援に繋がってい
ない。

・院内の緩和ケア
コース研修会におい
てACPの事例検討を
実施する（今年度は
研修医年間受講生を
対象）
・修了後アンケート
を実施。緩和ケア委
員会で評価を行い、
次年度の改善内容を
検討する。

・2020年11
月研修会実
施予定。
・2021年3月
評価、次年
度の課題を
検討予定。

・2020年11月25日に緩和
ケアコース研修会を実
施。
・医師、看護師、薬剤
師、理学療法士の計12名
が参加。
・修了後にアンケートを
実施し、11枚回収。
・研修会の満足度につい
ての回答は「大変満足」
「満足」のみであった。
・感想としては、予後の
予測の難しさ、患者や家
族に病状の進行度を正し
く理解してもらうことの
難しさを再認識したとい
う意見がある一方、ACP、
緩和ケアといった分野を
学習する機会が少なかっ
たが、事例検討等で多職
種で意見交換ができ有意
義であったとの意見も
あった。


